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1997年鹿児島県北西部地震余震(期間；1997/3/29～1998/3/3，規模；M3.0～5.5(島原地震火山観測所決定)の計
1 3 5個)の速度波形記録を用いて，それぞれについてB r u n e ( 1 9 7 0 , 1 9 7 1 )の方法を適用し，目視で地震モーメント(以
下Mo)とコーナー周波数(以下 fc)を推定した．

その結果，両対数グラフにおけるM oとf cの関係に，M oの値が約1 . 0 e + 1 5 N mまでに負の相関が見られた．M o
の値がそれ以上の時 f cの値はほぼ一定となった．このような分岐点で２つの分布にわかれる傾向が認められる．
また，A n d r e w s ( 1 9 8 6 )の自動決定法を適用してM oとf cを求めたところ，目視で推定した値の関係と同じ傾向を示
した

1 9 9 7年3月2 6日1 7時3 1分鹿児島県薩摩地方において紫尾山の直下を震源とする，M j m a 6 . 5の最初の本震(第一本
震 ) が 発 生 し た ． 同 年 3 月 2 8 日 か ら 九 州 大 学 理 学 部 で は ， 鹿 児 島 大 学 の 常 時 観 測 点 で あ る 紫 尾 山 ( 以 下
S I B I ; 3 1 . 9 6 7 7°N 130.3524°E 標高6 5 9 m )に，広帯域速度型強震計( V S E 1 1 C / 1 2 C )を設置した．S I B Iは，余震域のほ
ぼ中央に位置し紫尾山花崗閃緑岩を基盤としており，精度の良い記録が観測されている．

今回の研究は，S I B Iで観測された余震における地震波の速度記録の中から，1 9 9 7年3月2 9日～1 9 9 8年3月3日の
期間のM 3 . 0～5 . 5 (島原地震火山観測所決定)の計1 3 5個の余震を選び，それぞれについて，B r u n e ( 1 9 7 0 , 1 9 7 1 )の方法
を用いて，目視で地震モーメント(以下Mo)とコーナー周波数(以下 fc)を推定した．

その結果，M oが大きくなるにつれてf cが小さくなる傾向が，M oの値が約1 . 0 e + 1 5 N mまで続き，それ以上の値
においてf cの値がほぼ一定になるという，ある一点で２つの分布にわかれる傾向が認められる．その傾向が目視に
よるM oとf cの決定精度によるものであるか調べるためにA n d r e w s ( 1 9 8 6 )の自動決定法を用いて，M oとf cを求めた
ところ，目視で推定した値の関係と同じ傾向を示した．

分岐点のM oの値を1 . 0 e + 1 5 N mとして，両対数グラフにおいて最小二乗法で回帰直線を引いたところ，M oの値
が分岐点以下の時その直線の傾きはともに約- 2であり，分岐点以上においては，ほぼ一定の値となった．これは，
観測事実として今回の余震にはfcの値に下限値があることを示唆している．

今後A I Cを用いて分岐点を客観的に求め，それに基づいてさらに地震モーメントとコーナー周波数の関係につ
いて論じていく．


